
事例 小学校社会科                            飛騨地区（K 小学校） 

１ 単元について 
対 象 学 年 小学校 第６学年 

学習指導要領 第６学年の内容（１）ク 

単 元 名 「戦争を体験した人々とくらし ～清水少年の戦争～」（全７時間） 
単 元 目 標 ○戦時体制への移行や、戦時中の国民の生活などに関心をもち、興味をもって意欲的に調べ

ながら、我が国の歴史や伝統を大切にし、平和な未来を築いていこうとする態度をもつこ

とができる。                 （社会的事象への関心・意欲・態度） 
○戦争が国民生活に及ぼした影響や、戦場になった地域の被害の様子などについて問題意識

をもち、見通しをもって追究し、根拠を明らかにして適切に判断することができる。 
          （社会的な思考・判断） 

○現在と戦争当時の生活の違いなどについて身近な調査活動をおこなったり、戦争当時の資

料を効果的に活用したりして、具体的にまとめことを分かりやすく表現することができ

る。                       （観察・資料活用の技能・表現） 
○戦争の歴史的背景や、我が国がアジア・太平洋地域において連合国と戦って敗れたことな

どを知り、国民や戦場となった諸国が大きな被害・損害を受けたことを理解することがで

きる。                    （社会的事象についての知識・理解） 

配 慮 事 項 
基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫 
○単元指導計画作成上の工夫 
・戦争当時の状況が身近に感じられ、学習に対する意欲が高まるように、当時、市内で児

童と同世代であった人物を取り上げ、教材化する。 
・身近な資料を使用しながら、児童の思考の流れに合わせた指導計画を作成し、人物の生

き方を通して、社会的事象を多面的・多角的にとらえられるようにする。 
・児童が記入した自己評価表を集計し、その結果を分析することによって学習状況を把握

し、次時の指導に生かすことができるようにする。 
○単位時間における工夫 
・導入資料からの疑問をもとに必然性のある課題を設定し、本時の学習に対する見通しを

もつことができるようにする。 
・調べ学習や意見交流の方法を知らせ、学習の進め方を明確にすることによって、児童が

自主的に課題追究していけるようにする。 
・本時で付けたい力（４観点）について書かれた自己評価表に学習についての振り返りを

記入し、児童が自ら社会科の学び方を習得し、学習意欲が高まるようにする。 

参 考 資 料 資料１：１時「清水少年の人物ファイル」 
  ２：２時「高山市の戦死者数」 
  ３：３時「斐太中学軍事教練写真」 
  ４：  「高山南小出身戦死者参拝写真」 
  ５：  「高山南小神社参拝写真」 
  ６：  「航空機部品を作る女学生写真」 
  ７：  「畑になった運動場写真」 
  ８：  「高山市民号写真」 
  ９：  「慰問袋を作る婦人会資料」 
  10：  「戦時食標語」 
  11：４時「出征兵士の写真」 
  12：  「ミッドウェー海戦大本営発表」 
  13：  「戦時中の教科書文と習字」 
  14：５時「高山市梵鐘供出資料」 
  15：  「岐阜市空襲写真」 
  16：  「岐阜市戦時配給表」 



 
２ 単元の評価規準 
 ア 社会的事象への関 

心・意欲・態度 

イ 社会的な思考・判断 ウ 観察・資料活用の技 

能・表現 

エ 社会的事象につ 

いての知識・理解 

内 

容 

の 

まご 

とと 

まの 

り評 

価

規

準 

国家・社会の発展に大

きな働きをした先人の

優れた業績や文化遺産

に関心をもち、それを

意欲的に調べることを

通して、我が国の歴史

や伝統を大切にし、国

を愛する心情をもとう

とする。 

国家・社会の発展に大き

な働きをした先人の優れ

た業績や文化遺産から学

習の問題を見いだして追

究・解決し、歴史を学ぶ

意味を考え、適切に判断

する。 

我が国の歴史上の主な事

象にかかわる先人の業績

や代表的な文化遺産を的

確に調査したり、地図や年

表などの各種の基礎資料

を効果的に活用したりす

るとともに、調べた過程や

結果を目的に応じた方法

で表現する。 

自分たちの生活の歴

史的背景、我が国の

歴史や先人の働きを

理解している。 

 

単 

元 

の 

評 

価 

規 

準 

戦争当時の状況や、そ

の時代をすごした人物

の生き方について関心

をもち、当時の国民生

活について意欲的に調

べることを通して、我

が国の歴史や伝統を大

切にし、国の平和や発

展に生かしていこうと

する願いをもつことが

できる。 

戦中に少年時代をすごし

た人の生活の様子や、当

時の具体的な事象から、

現在の自分たちの生活と

大きく違うことに気付

き、問題意識をもって追

究・解決を行い、戦争の

悲惨さや、その意味を考

え、適切に判断する。 

戦時中の日本の様子につ

いて、様々な情報を使って

的確に調査をおこなった

り、日本軍の進路図や年表

などの各種の基礎資料を

効果的に活用したりする

とともに、仲間との交流で

互いの考えが深まるよう

に表現する。 

日本が他国と戦争し

た理由や、国民や他

国の人々に大きな損

害を与えたことを理

解しているととも

に、戦争を体験した

人の生き方を通し

て、当時の人々の暮

らしや考え方を理解

している。 

 

 

 

学 

習 

活 

動具 

に体 

おの 

け評 

る価 

規 

準 

①戦時中の国民生活や

人物の生き方に関心

をもち、課題追究の

ために進んで調べよ

うとしている。 

②清水少年の暮らしぶ

りについて、調べた

ことや考えたこと

を、意欲的に発表し

たり、仲間の意見を

最後まで真剣に聞こ

うとしている。 

③学習したことをもと

に将来の日本や自分

の生き方について具

体的に考えていこう

としている。 

①日本が戦争を拡大して

いく様子を当時の日本

のおかれた状況から多

面的に判断している。 

②戦争を体験した人の言

動から問題意識をもっ

て課題設定し、見通し

をもって調べ、当時の

社会状況をとらえてそ

の意味について考え、

適切に判断している。 

③当時の日本の国民がお

かれた状況を、戦争を

体験した人の生き方か

ら把握し、そうなった

根拠を広い視野から考

え、判断している。 

①戦時中の日本の立場や

国民の暮らしについて、

聞き取り調査を行った

り図書館等で資料を探

したりしながら具体的

に調べている。 

②戦時中の国民の暮らし

について、戦争を体験し

た人の話や当時の写真

を活用して具体的に調

べている。 

③清水少年が「こんな苦し

い生活はもういやだ」と

いう気持ちを一度も口

に出して言わなかった

ことについて調べた内

容を、ノートにまとめた

り、根拠のある発言をし

て、お互いが高まりあえ

るように表現している。 

①日本が中国やアメ

リカなどと戦って

敗れたことや、戦

争によって、日本

が他の国々の人々

に大きな損害を与

えたことを理解し

ている。 

②清水少年の生き方

を通して、戦時下

の社会状況や、当

時の国民生活の厳

しい状況を具体的

に理解している。 

 
 
 
 
 
 



３ 指導と評価の計画（全７時間） 
（１）授業の流れ 

第１次 自分の知っている戦争････････････････････（１時間） 
   第２次 日本の戦争･･････････････････････････････（１時間） 

第３次 清水少年の戦争･･････････････････････････（４時間） 
第４次 自分や日本のこれから････････････････････（１時間） 

 
（２）単元指導計画 
時 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法 指導・援助 
１ ○日本が経験し

た第二次世界

大戦（太平洋

戦争）につい

て、事前の聞

き 取 り 調 査

や、図書館で

調べ学習を行

ってきたこと

な ど を 交 流

し、戦争につ

いての興味を

深め、学習に

ついての見通

しをもつ。 

○本時までに戦争について

各家庭での聞き取り調査

についてまとめておく。 
 
 
 
 
 
○知っていることや、各家庭

や図書館等で調べてきた

ことを交流し、当時の様子

についてのできごと等を

簡単に知る。 
 
○当時自分たちと同じ年齢

であった、清水正夫さんに

ついて知り、清水さんの当

時の生活を調べていきな

がら学習を進めていくこ

とを確認する。 
 
○本時の学習についての自

己評価をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ウ－①＞ 
○戦時中の日

本の立場や

国民の暮ら

しについて、

聞き取りを

行ったり図

書館等で資

料を探した

りしながら

具体的に調

べている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○学習ノート 
 戦争に関わった

人物や、書籍、

インターネット

等から、具体的

に調べたり、自

分の知識から分

かりやすく記述

したりしている

かを分析する。 

○事前の聞き取

り調査の内容

についてつか

んでおき、多く

の視点から学

習に向けた意

欲を喚起し、特

に日常生活に

関わる事柄に

ついて重点化

していくよう

配慮する。 
○これからの学

習の見通しを

確認できるよ

うに清水少年

の人物ファイ

ルを提示し、興

味を持って学

習が進められ

るようにする。 

２ ○日本が中国と

の戦争から太

平洋戦争に戦

争を拡大して

いったことを

多面的にとら

え、戦争に敗

れたこと、ま

た、国民や他

国の人々に大

きな被害や損

害を与えたこ

とを理解する

こ と が で き

る。 

○高山市の戦死者の多さか

ら、多くの人が亡くなった

わけについて予想する。 
 
 
 
 
 
○

○

 

＜イ－①＞ 
○日本が戦争

を拡大して

いく様子を

当時の日本

のおかれた

状況から多

○学習ノート 
教科書や資料集

を参考にして、

開戦から終戦ま

での一連の流れ

を、順を追って

まとめて記述し

○戦争が拡大し

ていった理由

を多面的にと

らえられるよ

う、地図を活用

して位置関係

を示したり、文

日本が戦争をしていた

ときのことについて、知

っていることや、調べた

ことを交流しよう 
清水少年の時代に起こ

った戦争で多くの人が

死んだのはどうしてだ

ろう 
教科書や資料集より、日本

が戦争に突入していく経

緯や、日本国民・アジア各

地域の人々の被害状況を

調べる。 
調べたことをもとに意見

交流を行い、仲間の考えか

ら、自分の調査結果をより

確かなものにする。 

面的に判断

している。 
＜エ－①＞ 
○日本が中国

やアメリカ

などと戦っ

て敗れたこ

とや、戦争に

よって、日本

が他の国々

の人々に大

ているか分析す

る。 
○意見交流 
 出来事だけでな

く、その背景や

自分の考えなど

も交えて発言し

ているかを分析

する。 
 
 

章内容の意味

などについて

は、個別指導を

行い、理解を促

す。 
 
 
 
○自分の意見に

対しては、根拠

を示して交流



○本時の学習のまとめと自

己評価をする。 
きな損害を

与えたこと

を理解して

いる。 

 
 
 

できるように

助言する。 

３ ○清水少年の学

校や家庭での

暮らしについ

て、資料を使

って具体的に

調べたり、意

見交流をした

りすることを

通して、当時

は、日常生活

のあらゆる場

で戦争に関わ

る出来事や活

動があり、国

民と戦争とは

切っても切れ

ない状況にな

っていたこと

が 理 解 で き

る。 

○小学生の神社参拝の写真

を見せ、当時の様子を予想

する。 
 
 
 
 
 
○

○

○

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

○神社参詣写真

については、国

民が一丸とな

って必勝祈願

をしていた状

況をおさえる

にとどめ、清水

４ ○清水少年が兵

隊になりたか

った理由につ

いて、資料か

ら進んで追究

したり、意見

交流したりす

ることを通し

て、当時の軍

人は子どもの

あこがれの職

業であり、国

のために死ぬ

ことは名誉で

あったことが

分かる。 

○

 
 
 
 
 
 
○

○

○

清水少年の学校や家で

の生活の様子から当時

はどのような時代だっ

たのか考えよう。 
資料より、当時学校では軍

国主義的な授業や、戦争に

そなえての活動が多く取

り入れられていること、ま

た、学校外でも奉仕・寄付

金活動など、戦争一色の毎

日であったことを調べる。 
調べたことをもとに意見

交流を行い、仲間の考えか

ら自分の知識を確かなも

のにする。 
本時の学習のまとめと自

己評価をする。 

 
 
 
＜ウ－②＞ 
○戦時中の国

民の暮らし

について、戦

争を体験し

た人の話や

当時の写真

を活用して

具体的に調

べている。 

 
 
 
○学習ノート 

多様な資料を参

考にしながら、

清水少年の生活

のあらゆる場面

が戦争を続ける

ための国の体制

とつながってい

たという根拠が

明確に記述して

あるかを分析す

る。 

少年の生活の

様子を考える

足がかりとし

て扱う。 
○日常生活のあ

らるゆる場面

が戦争につな

がっていたこ

とを、興味のあ

る資料にしぼ

って、課題追究

できることも

助言する。 
 

戦場での悲惨さを訴える

資料を提示した後、清水少

年の夢の理由について予

想する。 

＜ア－①＞ 
○戦時中の国

民生活や人

物の生き方

に関心をも

ち、課題追究

のために進

んで調べよ

うとしてい

○調べ学習の様子 
清水少年が兵隊

さんになりたい

根拠を資料か

ら、意欲的に調

べているかを分

析する。 
 
 

○課題追究の意

欲を高めるた

めに、戦争の悲

惨さについて

具体的に話し、

「それなのに

なぜ清水少年

は」という思い

になれるよう
清水少年が、戦場で死ぬ

かもしれない兵隊さん

に早くなりたいと夢見

ていたのはどうしてだ

ろう 
資料より、当時は兵隊にな

って戦地に赴くことが当

然だと教育されており、出

征していく人のかっこよ

さや、がんばっている国や

兵士のために早く役に立

ちたいという純朴な気持

ちから兵隊になりたかっ

たということを調べる。 
調べたことをもとに、意見

交流をおこない、仲間の考

えから自分の知識を確か

なものにする。 
本時の学習のまとめと、自

己評価をする。 

る。 
＜イ－②＞ 
○戦争を体験

した人の言

動から問題

意識をもっ

て課題設定

し、見通しを

もって調べ、

その意味を

考えながら、

適切に学習

を進めてい

る。 

 
○学習ノート 
 課題に対する自

分の考えと根拠

となる資料につ

いて理路整然と

記述されている

かを分析する。 
 
 

にする。 
○祝福されて出

征する兵士の

写真資料を、戦

地に赴くこと

が名誉なこと

だと教育され

ていた子ども

たちの気持ち

に共感できる

よう効果的に

活用する。 



５ ○清水少年が貧

しい暮らしを

していた理由

について、資

料追究したこ

とを意欲的に

意見交流する

中で、当時不

利な戦況のた

め、物資が急

速に不足して

おり、買いた

くて買うもの

がなく、国民

生活がかなり

困窮していた

ことが理解で

きる。 

○普通の家庭に育った清水

少年が貧しい生活をして

いるわけについて予想す

る。 
 
 
 
 
 
○

 
○

○

 
 
 
＜ア－②＞ 
○清水少年の

暮らしぶり

について、調

べたことや

 
 
 
○意見交流 
 発言内容につい

て、資料で調べ

た事実にもとづ

いて、当時の清

○収入の多少だ

けではなく、戦

争のため物資

が不足してい

たことや、国民

がみな戦争の

ために我慢を

していたとい

６ 
 
 
本 
時 

○清水少年が

「こんな苦し

い生活はもう

いやだ」と言

わなかった理

由を考えるこ

とを通して、

人間の心や願

いまでをもゆ

がめてしまう

戦争の恐ろし

さに気付くこ

とができる 

○

 
 
 
 
 
 
○

○

○

ふつうの家庭に育った

清水少年が毎日貧しい

生活をしていたのはど

うしてだろう 
資料より、戦争末期には物

資が不足し、物がなくな

り、買いたくても買えな

い、手に入れることもで

きない状況にあったこと

を調べる 

調べたことをもとに、意見

交流をおこない、仲間の考

えから、自分の知識を確か

なものにする。 
本時の学習のまとめ（食料

や生活物資がかなり不足

しており苦しい状況であ

った）と、自己評価をする。 

考えたこと

を、意欲的に

発表したり、

仲間の意見

を最後まで

真剣に聞こ

うとしてい

る。 
＜エ－②＞ 
○清水少年の

生き方を通

して、当時の

国民生活の

厳しい状況

を具体的に

理解してい

る。 

水少年の暮らし

ぶりを自分の意

見や感想も交え

て意欲的に表現

しようとしてい

るかを分析す

る。 
 
○学習ノ－ト 
 日本がかなりの

物資不足に陥って

いたことが、清水

少年のくらしに影

響を与えていたこ

とが理解されてい

るかを分析する。 

う視点で発言

する子の良さ

を全体に広め

るように意図

的に価値付け

る。 
 
 
○国民生活の厳

しい状況を理

解するために、

現代の生活と

比べて具体的

にどんな違い

があるのかを

気付かせるよ

うな指導をお

こなう。 
困窮した生活なのに、清水

少年は「苦しい生活はもう

いやだ」と一度も言わなか

ったわけについて予想す

る。 

 
 
 
＜イ－③＞ 
○当時の日本

国民がおか

れた状況を、

戦争を体験

した人の生

 
 
 
 
○学習ノート 
・課題追究のため

に様々な資料を

使い、以下のポ

イントで記述さ

○事象と事象と

の矛盾から、課

題を設定でき

るようにする。 
○当時の生活の

様子を足場に

して考えてい

くよう、これま

で活用した資
清水少年が「こんな苦しい生

活はもういやだ」という気持

ちを一度も口に出して言わ

なかったのはどうしてだろ
資料より、戦争に勝つまで

はという気持ちや、みん

ながんばっているのにそ

んなことを言える雰囲気

ではなかったこと、我慢

するのが当たり前の世の

中であったことを既習の

資料や、今までの学習を

もとに調べ、考える。 
考えたことをもとに意見

交流する。 
清水さんから、「当時は現

在からは想像できない特

殊な状況にあった。人殺し

き方から把

握し、そうな

った根拠を

広い視野か

ら考え、判断

している。 
 
 
＜ウ－③＞ 
○清水少年が

「こんな生

活はもうい

やだ」と一度

も口に出し

て言わなか

ったことに

れているかを分

析する。 
 ・戦争に勝つま

ではという意

識 
 ・そんなことを

言えない社会

の状況 
○意見交流 
 例えば「がまん

している」「不平

など言えない社

会状況」等の発

言の根拠とし

て、どんな事実

をもとにして自

料のどこに目

を向けるとよ

いのか、個に応

じた助言を行

う。 
 
 
 
○その子なりの

見方や考え方

を価値付けて

やったり、一人

一人の発言の

根拠を明確に

して、互いの見

方や考え方の

う 



だけでなく、人の心まで変

えてしまう恐ろしい時代

であった。そんな戦争は２

度と繰り返してはならな

い。」という話を聞く。 
○本時のまとめ「戦争という

今では考えられない世の

中であった。２度と恐ろし

い戦争はおこしてはなら

ない」と、自己評価をする。 

ついて調べ

た内容を、ノ

ートにまと

めたり、根拠

のある発言

をして、お互

いが高まり

あえるよう

に表現して

いる。 

分なりの考えを

まとめているの

かという観点か

ら発言内容をつ

かむ。 

共通点や相違

点を明らかに

し、一人一人の

見方や考え方

がより深まる

よう指導する。 

７ ○学習したこと

をもとに、戦

争に対する考

えや、自分や

日本の将来に

対する考えを

もつことがで

きる。 

○前時のまとめを交流する。 
○前時までの学習を振り返

り、学習のまとめをおこな

う。 
 
 
 
 
 
○

○

 
○

 
 
＜ア－③＞ 
○学習したこ

とをもとに

将来の日本

や自分の生

き方につい

 
 
○学習ノート 
 学習したことを

もとに、戦争を

起こさないため

に以下のポイン

トで記述してい

 
 
○戦争当時と現

在の自分の生

活状況をもう

一度比較させ、

その中で自分

のこれからの

を

日

え

 
 

戦争についての学習

振り返り、これからの

本や自分について考

よう 
この単元で分かったこと

や、戦争をおこさないため

に、これからの自分や日本

はどうあるべきかノート

にまとめる。 
自分と仲間の考えを比較

しながら、意見交流をおこ

なう。 

自己評価表に単元のまと

めの評価をおこなう。 

て具体的に

考えていこ

うとしてい

る。 

るかを分析する 
・戦争の恐ろしさ

についての根拠

がある。 
・戦争は、二度と

起こしてはなら

ないものだとい

うとらえがあ

る。 
・戦争が起きない

ように、自分は

将来どうすれば

よいかという視

点がある。 

生き方につい

て展望できる

よう指導する。 
○「戦争の恐ろし

さ」「戦争への

怒り」「自分の

生き方につい

ての展望」とい

う三つの観点

から発言の良

さを価値付け

て広めるよう

にする。 



４ 単位時間の授業展開例 
（１）本時のねらい 

・清水少年が「こんな苦しい生活はもういやだ」と言わなかった理由を考えることを通して、人間の心や

願いまでをもゆがめてしまう戦争の恐ろしさに気付くことができる。 
（２）本時の位置   

６／７時 
（３）展開案 

過程 学 習 活 動 評価について 指導・援助 

 
 
 
 
つ

か

む 
 
 
 
 
 
追

究

す

る 
 
ふ

か

め

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

と

め

る 

○清水少年の言葉から子どもに意識のずれを起こさ

せる。 

・こんなに苦しい生活なのに「こんな苦しい生活はも

ういやだ」と一度も言わなかったのはなぜか。 

○本時の課題を設定する。 

 

 

 

 

○

・

・

○

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

・

・

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○清水少年の生活がとて

も質素であったという

事実と、それに対して

一度も不平を口に出さ

なかったという二つの

事象の矛盾を鮮明に提

示する。 

 

清水少年が「こんな苦しい生活はもういやだ」と

いう気持ちを一度も口に出して言わなかったの

はどうしてだろう 
課題に対してその根拠を予想させる。 

みんなが同じ状況であったから。 

言えなかったのかもしれない。 

前時までで使用した資料や学習内容から課題追究

を行う。 

今日は今まで課題解決に使用した資料や学習した内

容から考えてみよう。 

調べたことをもとに意見交流する。 

当時は日本の厳しい状態が国民に正確に知らされて

いなかったので、国民のほとんどが、苦しい生活の

中でも日本はきっと勝つと信じていた。だから、清

水少年も、「勝つまではがんばる。勝てばこんな生

活はもうしなくてよい」と考えていたと思う。 

当時の標語から、世の中全体が勝利に向かって突き

進んでいる中で、「こんな苦しい生活はいやだ」な

んて弱音が言える雰囲気ではなかったと思う。 

もし「こんな苦しい生活はいやだ」という気持ちを

口に出して言ったら、家族や地域・学校のみんなか

らなんて非難されるか分からない。 

 

＜イ－③＞ 

◎当時の日本国民

のおかれた状況

を、戦争を体験し

た人の生き方か

ら把握し、そうな

った根拠を広い

視野から考え、判

断している。 

○学習ノート 

・課題追究のために

既習の様々な資

料を使い、以下の

ポイントで記述

されているかを

分析する。 

・戦争に勝つまでは

という意識 

・そんなことを言え

ない状況 

＜ウ－③＞ 

◎清水少年が「こん

な生活はもうい

やだ」と一度も口

に出して言わな

かったことにつ

いて調べた内容

を、ノートにまと

めたり、根拠のあ

る発言をして、お

互いが高まりあ

えるように表現

している。 

○意見交流 

○自分の考えが既習事項

のどの資料にもとづい

た考えなのかを明確に

できるよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その子なりの見方や考

え方を価値付けてやっ

たり、一人一人の発言

の根拠を明確にして、

互いの見方や考え方の

共通点や相違点を明ら

かにし、一人一人の見

方や考え方がより深め

られるよう話し合いを

組織化していく。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

○清水さんの話を聞き、自分や仲間の考えを確かなも

のにする。 

・「当時私がいやだと言わなかったわけは、みなさ

んが考えて下さったことと同じです。当時は戦争

という特別な状況の中で、今の平和な世の中と全

く違う異常な雰囲気であったと思います。戦争と

いうと、たくさんの人が死んだり殺されたりする

恐ろしさがあると思いますが、『国のために喜ん

で死ぬ』とか『多くの敵を殺すことが立派だ』と

いった人の心まで変えてしまう恐ろしさがある

と思います。人の命だけでなく人の心まで奪って

しまう戦争は絶対に繰り返してはいけません。」 

○本時のまとめと自己評価をする。 

・事実をとらえてい

る。 

・事実にもとづいて

自分の考えを分

かりやく表現し

ている。 

 

 

 

 

○自分の考えたことと比

較しながら、清水さん

の話を聞き、戦争の恐

ろしさとは一体何なの

かということを改めて

問い直すよう指導す

る。 

 
 
 



 
５ 評価の実際と個に応じた指導事例 
 本時の評価と、個に応じた指導の事例を以下のようにまとめた。 

「学習活動における具体の評価規準に照らして、「十分満足できる」状況（Ａ）を実現していると判断した児

童の具体的な状況例、及び「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した児童がいる場合の指導の具体的な手立てを

示している。 

 授業展開の中で、「学習活動における具体の評価規準」に照らして、個の学習状況を把握することに努める。

その際、「努力を要する」状況と判断した児童に対して、学習状況に応じた指導の手立てを講じて、基礎的・

基本的な内容の確実な定着を図る。それと合わせて、「十分満足できる」状況と判断できる児童の姿が実現さ

れることをめざして、指導・援助に努めていく。 

 

本時（６／７時）の事例 

学習活動における具体の評価

規準 

「十分満足できる」状況（Ａ）を実

現していると判断した児童の具体

的な状況例 

「努力を要する」状況（Ｃ）と判断

した児童への指導の手立て 

【社会的な思考・判断】 

＜イ－③＞ 

○当時の日本の国民がおかれ

た状況を、戦争を体験した

人の生き方から把握し、そ

うなった根拠を広い視野か

ら考え、判断している。 

発言の内容やノ－トへの記述の 

分析から 

○戦争を遂行するための国家の体

制が国民の生活に大きく影響し

て、とても不平など言える状況で

なかったという戦争のもつ全体

主義的な恐ろしさにつなげて、自

分なりの表現でとらえて考えて

いる。 

○いくつかの資料を根拠とし、当時

の清水少年の心情面を多面的に

とらえ、当時の社会状況をつない

で判断している。 

・何を調べればよいか、どのように

して調べのるかなど、学習の見通

しがもてない児童に対しては、こ

れまで学習してきたことをもう

一度振り返らせ、当時の国民生活

がどういう状況であったかをつ

かみ取れるよう丹念に個別指導

を繰り返す。 

・自分の思いだけにかたよって心情

面だけで考えている児童に対し

ては、どの事実とつなげるとその

ように考えられるのかという助

言をし、根拠を明らかにして考え

られるようにする。 

【資料活用の技能・表現】 

＜ウ－③＞ 

○清水少年が「こんな生活は

もういやだ」という気持ち

を一度も口に出して言わな

かったことについて調べた

内容を、ノートにまとめた

り、根拠のある発言をして、

お互いが高まりあえるよう

に表現している 

発言の内容やノ－トへの記述の 

分析から 

○当時の国民の生活ぶりを示す資

料や、清水少年の日記や学校での

学習内容などをつないで、当時の

清水少年の思いについて、具体的

な根拠をわかりやすく示して発

言している。 

○自分の考えと仲間の考えの共通

点や相違点に気付き、仲間の考え

と関わらせて、自分の考えをより

深めて表現している。 

・発言の仕方に自信がもてない児童

については、まず根拠を述べて、

次にそこから考えたことを発言

するように発言の仕方を個別に

指導して自信を持たせるように

する。 

・文章資料などの理解が苦手な児童

については、当時の標語やスロ－

ガンからわかることをまとめる

よう助言し、写真等の視覚資料を

つないでイメ－ジできるよう指

導する。 

 

 

 


